
反応晶析造粒法によるミリサイズ安息香酸造粒物の製造

回分冷却晶析塔を用いた粗製リン酸の分離精製

キーワード 工業晶析、粒径分布制御、回分冷却晶析、融液晶析、反応晶析、造粒物製造、結晶精製、固液撹拌

専門分野 化学工学、晶析工学

研究の目的、概要、期待される効果

関連する
知的財産
論文 等

・撹拌技術とスケールアップ、シミュレーションの活用,技術情報協会(共著) 2021年発刊 (固液撹拌に関する内容)
・分離プロセスの最適化とスケールアップの進め方,技術情報協会(共著) 2019年発刊 (晶析操作一般に関する内容)
・最近の化学工学64「晶析工学は、どこまで進歩したか」,三恵社(共著) 2015年発刊 (反応晶析に関する内容)

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・晶析技術に関わりのある産業分野、化学工学
や晶析工学の考え方や手法を適用してみたい方。
・晶析の基礎理論を学んで工学的な指針をもと
に研究開発を進めてみたい方（学術指導制度）

企業で晶析を知っている人は少なく、多少な
りとも心得があるとアドバンテージになると思
います。本学の研究支援制度に機会を得て、実
践的に学んでみられてはいかがでしょうか。

晶析工学研究室 http://crystallization.eng.niigata-u.ac.jp/
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晶析工学を基軸とした結晶品質制御
～ 結晶粒径、結晶形状、結晶多形、結晶純度 ～

※お問い合わせは 新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

晶析は古い単位操作技術ですが、産業界では今
なお根強いニーズがあります。その理由として、
晶析が分離精製に加えて材料創製の側面を持って
いること、固体が関わるため操作難度が高いこと、
操作の良し悪しが最終製品に直接的な影響を及ぼ
すこと、などがあります。晶析は核発生や結晶成
長など複数の物理化学現象が同時に進行するため、
これらを装置内で制御して希望品質の結晶製品を
製造するには、何より現象理解が大切になります。
本研究室では、冷却晶析（融液系を含む）と反
応晶析を中心に、粒径分布や結晶純度などの結晶
品質制御法と条件選定のための設計計算式の開発
を目的に、現象理解に基づく実験研究を進めてい
ます。これまでに、反応晶析法による難溶性硫酸
塩系での単分散微粒子製造、滴下冷却晶析法によ
るカリミョウバン単分散結晶の製造、反応晶析造
粒法による安息香酸や炭酸マンガンの大粒径結晶
造粒物の製造、貧溶媒晶析法による医薬品原薬の
粒径分布制御、回分晶析塔を用いた粗製リン酸の
分離精製、などを検討しています。いずれの研究
課題もすぐに産業応用できるよう、定番の装置や
手法を用いることに念頭を置いて検討しています。
本研究を深めることで、所望品質の結晶製品を
生産するための工学的な方策が明らかになります。
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